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佐
藤
義
一
議
員
（
市
民
連
合
）

　

非
正
規
労
働
者
の
う
ち
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
人
は
全
国

で
１
０
３
２
万
人
に
上
り
、
生

活
保
護
を
受
給
す
る
と
な
れ
ば

国
の
負
担
は
膨
大
と
な
る
。
自

治
体
な
ど
公
務
職
場
も
３
分
の

１
は
非
正
規
で
あ
り
、
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
と
の
指
摘
も
あ
る
。

国
家
の
衰
退
に
手
を
貸
し
て
い

自
治
体
の
非
正
規
労
働
者
ど
う
考
え
る

賃
金
面
の
改
善
な
ど
検
討
し
て
い
く

官製ワーキングプア

る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答
　

本
市
職
員
の
約
３
分
の
１

は
非
正
規
職
員
で
あ
る
。
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
多
様
な

雇
用
形
態
を
活
用
し
て
き
た
が
、

中
に
は
長
期
間
勤
め
る
人
や
主

要
な
生
計
を
得
て
い
る
人
も
い

る
。
賃
金
面
の
改
善
が
で
き
る

の
か
等
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
作
り
出
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

石
原
美
佐
子
議
員
（
市
民
連
合
）

　

本
市
に
も
生
活
保
護
世
帯
を

生
み
出
す
よ
う
な
安
い
賃
金
で

働
く
非
常
勤
職
員
が
い
る
。
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
正
規
職
員
の
採
用
を

控
え
、
非
常
勤
職
員
の
増
員
に

よ
っ
て
人
件
費
が
抑
制
で
き
て

も
、
そ
の
職
員
が
生
活
保
護
を

受
給
す
れ
ば
、
扶
助
費
は
膨
ら

非
常
勤
職
員
の
低
賃
金
　

市
の
考
え
は

関
係
部
署
と
協
議
し
総
合
的
に
考
え
た
い

官製ワーキングプア

む
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

定
数
外
職
員
で
あ
る
臨
時

職
員
や
非
常
勤
職
員
の
賃
金
は
、

正
規
職
員
の
給
料
額
の
初
任
給

等
か
ら
算
出
し
て
い
る
。
本
市

に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
職
員

が
い
る
の
で
、
定
数
外
職
員
の

賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の

職
員
の
賃
金
を
含
め
、
関
係
部

署
と
協
議
し
、
総
合
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

堀
越
　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

春
木
川
に
架
か
る
多
く
の
私

設
橋
が
改
修
工
事
に
よ
っ
て
撤

去
さ
れ
て
い
る
が
、
撤
去
の
理

由
は
何
か
。
ま
た
、
市
民
の
生

活
道
路
で
あ
る
市
道
０
２
３
２

号
と
２
０
４
９
号
の
橋
の
統
廃

合
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
か

ら
不
便
に
な
る
と
の
声
を
聞
く

が
、
統
廃
合
の
計
画
に
変
わ
り

は
な
い
の
か
。

私
設
橋
の
撤
去
と
橋
の
統
廃
合
の
理
由
は

安
全
性
を
第
一
に
利
便
性
に
も
配
慮

春木川改修工事

答
　

私
設
橋
は
春
木
川
増
水
時

に
川
の
流
れ
の
阻
害
要
因
と
な

る
こ
と
か
ら
、
川
の
左
岸
側
に

４
ｍ
の
市
道
を
確
保
す
る
こ
と

で
県
の
方
針
を
示
し
た
。
市
道

の
橋
の
統
廃
合
は
周
辺
道
路
の

幅
員
、
交
通
量
等
を
勘
案
し
、

警
察
と
の
協
議
や
自
治
会
へ
の

説
明
を
経
て
計
画
し
た
。
今
後

も
安
全
性
を
第
一
に
、
利
便
性

に
も
配
慮
し
て
進
め
た
い
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

塩
浜
地
区
は
水
辺
の
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
丸
浜
川
の
遊
歩

道
は
散
策
な
ど
多
く
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

丸
浜
川
の
塩
浜
橋
付
近
に
は
葦

や
雑
草
が
生
い
茂
り
、
汚
く
、

市
民
か
ら
大
変
見
苦
し
い
と
の

声
が
届
い
て
い
る
。
水
辺
の
雑

木
も
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
散
策

路
を
覆
い
、
水
辺
を
鑑
賞
で
き

丸
浜
川
の
環
境
整
備 

市
の
取
り
組
み
は

秋
ま
で
に
草
刈
、
間
伐
、
枝
下
ろ
し

塩浜の環境

な
い
状
態
で
あ
る
。
塩
浜
の
環

境
整
備
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

近
隣
４
自
治
会
等
か
ら
も

環
境
改
善
の
要
望
が
出
て
い
る
。

季
節
毎
に
自
然
に
親
し
め
る
魅

力
的
な
散
策
路
と
な
る
よ
う
、

出
来
る
こ
と
か
ら
整
備
し
た
い
。

問
　

い
つ
ま
で
に
や
る
の
か
。

答
　

葦
の
草
刈
、
雑
木
の
間
伐
、

枝
下
ろ
し
に
つ
い
て
は
平
成
21

年
の
秋
ま
で
に
行
う
。

増
田
三
郎
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

大
和
田
・
稲
荷
木
地
区
は
京

葉
道
路
や
外
環
道
路
で
寸
断
さ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
迷
惑
施
設
も
建

て
ら
れ
て
い
る
。
猫
の
額
の
よ

う
な
公
園
で
さ
え
使
っ
て
い
る

住
民
が
、
潤
え
る
街
づ
く
り
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
旧
行
徳

橋
は
上
流
に
架
け
直
す
の
で
は

な
く
、
架
け
替
え
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
が
潤
え
る
街
づ
く
り
で
き
な
い
か

外
環
道
路
事
業
用
地
の
有
効
活
用
を
協
議

都 市 整 備

答
　

大
和
田
・
稲
荷
木
地
区
の

街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
公
園

や
広
場
等
の
確
保
な
ど
、
外
環

道
路
事
業
用
地
の
有
効
活
用
を

国
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
旧

行
徳
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て

は
、
国
は
今
の
位
置
で
行
徳
可

動
堰
の
再
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。
橋
の
部
分
を
含
め
、
治
水
、

利
水
、
交
通
の
三
位
一
体
で
の

改
善
を
国
と
県
に
求
め
て
い
く
。

五
関
　

貞
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

中
山
参
道
地
区
は
寺
町
と
し

て
栄
え
た
歴
史
的
な
街
で
あ
る
。

市
は
景
観
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
法
華
経
寺
境
内
の
公
衆
ト

イ
レ
等
の
公
共
施
設
整
備
と
竜

王
池
の
防
護
柵
な
ど
民
間
施
設

整
備
の
助
成
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

市
で
は
国
の
補
助
金
を
活

用
し
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業

を
進
め
て
い
る
。
公
衆
ト
イ
レ

公
共
・
民
間
施
設
整
備
へ
の
取
り
組
み
は

竜
王
池
の
防
護
柵
な
ど
積
極
的
に
支
援

中山参道地区の街なみ整備

は
和
風
の
形
態
で
、
車
い
す
も

利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
を

中
央
に
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設

置
し
た
男
女
用
ト
イ
レ
を
左
右

に
配
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま

た
、
竜
王
池
は
街
な
み
環
境
整

備
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
防

護
柵
の
整
備
に
は
、
補
助
金
の

制
度
を
活
用
し
、
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

勝
亦
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

経
済
危
機
の
影
響
で
、
首
都

圏
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
等
が

下
落
し
、
本
市
の
物
件
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は

資
産
価
値
の
下
落
の
他
、
管
理

費
や
修
繕
積
立
金
の
滞
納
等
、

管
理
上
の
諸
問
題
が
発
生
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
問
題
を
、
本
市
で
は
ど
の

発
生
す
る
諸
問
題
を
ど
う
考
え
る

管
理
組
合
連
絡
協
議
会
の
活
動
を
支
援

マンション管理

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
が
適
切

に
行
わ
れ
な
い
と
、
住
環
境
や

防
犯
、
防
災
等
へ
の
悪
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
セ

ミ
ナ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
を
実
施
す
る
他
、
管
理
上

の
諸
問
題
を
協
働
で
研
究
、
検

討
す
る
、
市
川
市
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
連
絡
協
議
会
の
活
動

を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

か
い
づ
　

勉
議
員
（
道
）

　

市
は
平
成
21
年
５
月
千
葉
県

知
事
に
、
三
番
瀬
再
生
と
行
徳

臨
海
部
の
環
境
改
善
に
関
す
る

要
望
書
を
提
出
し
、
再
生
計
画

の
検
討
に
８
年
を
経
て
も
進
展

が
な
い
こ
と
へ
の
疑
問
を
訴
え

て
い
る
。
私
も
長
期
間
続
け
た

三
番
瀬
再
生
会
議
自
体
に
疑
問

が
残
る
。
今
後
は
市
長
と
知
事

が
直
接
協
議
し
、
き
れ
い
な
海

市
長
と
知
事
が
直
接
協
議
し
解
決
を

話
し
合
い
の
機
会
設
け
て
い
き
た
い

三番瀬再生会議

を
取
り
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

今
ま
で
も
、
行
徳
臨
海
部

の
基
本
構
想
、
塩
浜
１
丁
目
地

先
護
岸
整
備
等
に
つ
い
て
、
本

市
の
意
向
を
再
生
会
議
で
報
告
、

提
案
し
て
い
る
が
、
議
論
に
進

展
が
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

知
事
も
、
市
長
を
始
め
地
元

関
係
者
と
話
し
合
い
た
い
と
の

意
向
で
あ
り
、
そ
の
様
な
機
会

を
設
け
て
い
き
た
い
。

河 川 ・ 橋 労 働

街 づ く り自 然

常任委員任期満了
ccccccccccccccccc

新委員を選任 　

市
川
市
議
会
に
は
総
務
、
民
生
、
環
境
文
教
、

建
設
の
四
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
、
本
会
議
で

付
託
を
受
け
た
条
例
や
予
算
な
ど
の
議
案
、
請

願
・
陳
情
を
所
管
ご
と
に
詳
し
く
審
査
し
、
市

政
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
す
。
任
期
は
２
年
で
、

議
員
は
必
ず
一
つ
の
委
員
会
の
委
員
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
19
年
５
月
に
選
任
し
た
常
任
委
員
（
一

面
の
議
会
運
営
委
員
を
含
む
）
の
任
期
が
21
年

５
月
で
満
了
に
な
り
、
６
月
定
例
会
で
委
員
の

改
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
所
管
事
項
と
新
し
い
委
員
は
次

の
通
り
で
す
。

委
員
長

　

松
永
　

鉄
兵

副
委
員
長

　

宮
本
　
　

均

委
　

員

　

プ
リ
テ
ィ
長
嶋

　

荒
木
　

詩
郎

　

秋
本
の
り
子

　

谷
藤
　

利
子

　

五
関
　
　

貞

　

井
上
　

義
勝

　

松
井
　
　

努

　

笹
浪
　
　

保

　

岩
井
　

清
郎

総 務 委 員 会総 務 委 員 会

所 管 事 項

総務部、企画部、財政部、管財部、危機管理部、

法務部、情報政策部、文化国際部、市民経済部、

消防局、議会、選挙管理委員会、監査委員、農

業委員会及び公平委員会の所管に属する事項並

びに他の常任委員会の所管に属さない事項

委
員
長

　

加
藤
　

武
央

副
委
員
長

　

石
原
美
佐
子

委
　

員

　

金
子
　

貞
作

　

勝
亦
　

竜
大

　

並
木
　

ま
き

　

堀
越
　
　

優

　

稲
葉
　

健
二

　

戸
村
　

節
子

　

高
橋
　

亮
平

　

鈴
木
　

啓
一

　

寒
川
　

一
郎

民 生 委 員 会民 生 委 員 会

所 管 事 項

福祉部、こども部及び保健スポーツ部の所管に

属する事項


